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エンジニアリングワークステーション｢2050Gシリーズ+
EngineerlngWorkstation2050GSeries

エンジニアひとりひとりがワークステーションを作業机として利用し始めた

現在,技術計算,設計製図だけでなく技術文書作成など,より広くエンジニア

リング業務を支援するEOA(EngineeringOfficeAutomation)システムが求め

られている｡また,この分野では基本ソフトウェア,ネットワークなど世界標

準のイ･ンタフエースを備えることが必須(す)となっている｡

このようなニーズにこたえて,エンジニアリングワークステーション2050Gシ

リーズ,および技術文書作成支援システムEL(EngineeringSupportLibrary)

シリーズを開発した｡2050Gシリーズは,一貫したアーキテクチャによってユー

ザーのソフトウェア財産を守りながらシリーズ化を図っている｡ELシリーズは,

単なる文書作成だけでなく,ユーザープログラムとの連携をとるアプリケーシ

ョンインタフェースにその特徴がある｡

n 緒 言

技術革新の激しい現代社会で,エンジニアの創造性を生か

すために計算機システムは必須(す)のものとなっている｡そ

れも単に技術計算や設計製図の機械化というだけでなく,シ

ミュレーション,設計情報の蓄積･検索,設計書などの技術

文書作成,プレゼンテーションなど要求は広がっており,さ

らにこれらを有機的に結合してエンジニアの作業を総合的に

支援するEOA(EngineeringOfficeAutomation)環境の実現

が求められている｡

一方,マイクロフロロセッサ,VLSI,小形ディスク装置,高

速･高精細グラフィックス,LANなど近年のマイクロエレク

トロニクス技術,ソフトウェア技術の目覚ましい進展により,

従来,人形計算機でしかできなかった処理が小形のワークス

テーションで実行できるようになった｡その結果,システム

形態は複数のエンジニアが端末を介して一つの計算機を共有

するホスト形システムから,ひとりひとりのエンジニアがお

のおの小形計算機であるワークステーションを持ち,LANで

相互に接続するワークステーション分散形システムに移行し

つつある｡ワークステーションの導入によって,会話J応答性

のl〔り.卜,導入および運用時の大幅なコスト低減が実現できる

ようになった(,

以下,__卜記背景を踏まえ,エンジニアl叫ナワークステーシ

ョン(以下,EWSと略す｡)のニーズと,日立エンジニアリング
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ワークステーション2050Gシリーズ,および技術文書作成支援

システムEL(EngineeringSupportLibrary)シリーズの開発

思想,構成および特長について述べる｡

8 EWSのニーズと2050Gシリーズの開発思想

2.1応用ソフトウェア

EWSは応用ソフトウェアで選択されるといっても過言では

な〈,応用ソフトウェアの充実が大切である｡特にEOA環境

を実現するためには,CAD/CAMソフトウェアはもちろん,

設計書作成などを支援する技術文書ソフトウェア,･エンジニ

アのノウハウを生かすための知識処理ソフトウェア,また種々

の管理的な仕事を支援するOAソフトウェアが必要である｡さ

らに,これらが有機的に連携できることが望まれる｡

2050Gでは主応用分野のソフトウェアは自社開発とし,専門

的な分野のソフトウェア,構造解析など業界で著名なソフト

ウェアなどは,i充通ソフトウェアによって充実を図ることに

した｡

2.2 基本ソフトウェアとハードウェア

EWSのユーザーの理想は,複数のメーカーの製品範囲から,

好きなハードウェアと好きなソフトウェアを組み合わせ,最

大の効果を出すことである｡いわゆるマルチベンダ思想であ

｢),このため,EWSはプログラムインタフェース,ハードウ

*
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ェアのインタフェース,マンマシンインタフェースが世界標

準であることが望まれる｡

また,OA用ワークステーションに比べて,EWSは図面デー

タなど扱う情報量が多いこと,演算規模が大きいこと,表示

両巾も細かく表ホの量も多いことなどから,大客員ファイル,

高件能CPU,高速･高精細グラフィックディスプレイなどが

必要である｡

さらに基本ソフトウェア,ハードウェアのレパートリー拡

大,高性能化などによっても,従来の応川ソフトウェアやユ

ーザーデータの互換件を保つことが大切である｡

2()50Gシリーズでは,オペレーティングシステムに世界標準

のUNIX削-,CPUにモトローラ社の68000系プロセッサを採用

し,ユーザー財産の上位互換性を堅持したアーキテクチャに

よって,高性能･高機能化を図ってい〈方針である｡

2.3 ネットワーク

設計室には設計書,図面,部品カタログなどエンジニアの

間で共有しているデータがあり,これらを自分のEWSで有効

利用したい｡また,常時使うわけではないプリンタやプロッ

タなどは,システムコストおよび場所の節約のためにEWS間

で共用したい｡さらに,大規模な解析プログラムなどは超高

速なスーパーコンピュータで実行させたい｡他機種,他社の

EWS,計算機とも接続したい｡このようにエンジニアは,ネ

ットワークにかかわる種々のニーズを持っている｡

2∩50Gシリーズでは,EWSどうしの水平分散システムだけ

でなく,メインフレーマとしての特長を生かしたMシリーズ

ホスト計算機との垂直分散システムをも含めたトータルシス

テムでニーズにこたえていく考えである｡

田 2050Gシリーズの構成と特長

3.1応用ソフトウェア

2050Gシリーズの応用ソフトウェアとしては,二次元および

二次元機械系CAD/CAMシステムHICAD/W(HitachiCom-

puterAidedDesign/W()rkstation),技術文書作成支援シス

テムELシリーズ,分子設計支援システムMODELMATE

(Molecular Design Support Libraries for New Material

Development),地図情報システムHMAP(HitachiMapping

Application Support System)がある｡さらに,基本ソフト

ウェア,ハードウェアに2050/32とのカニ換インタフェースを設

けたことにより,ソフトウェア開発システムSEWB(Software

EngineeringWorkbench),エキスパートシステム構築ツール

ES/KERNEL/W(Expert System/KERNEL/Workstation

system),OAソフトウェアOFIS-EV(Office Automation

alldIntelligenceSystem-ExcellentView)シリーズなど2050/

32の豊富なソフトウェアを利用吋能とし,エンジニアを総合

的に支援するEOA環境の実現を図った｡
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3.2 一貫したアーキテクチャによるシリーズ化

2050Gシリーズのオペレーティングシステムは,UNIX削-

SystemVリリース2,0および3.0をベースとしたHトUX/Gで

ある｡その他言語としてC,FORTRAN,グラフィックライ

ブラリとしてGKS(GraphicalKernelSystem)など世界標準

のインタフェースを採用している｡ハードウェアについても

CISC(ComplexInstructionSetComputer)系EWSとして標

準と言えるモトローラ社の68020および68030を使用している｡

2n50(iシリーズの外観を図=に,ラインアップを表1に示す｡

2050GをベースにCl)Uを68030に変え演算性能の強化を図った

ものが2()50G/EXであー),さらにグラフィックス描画性能の強

化を図ったものが2050G/ETである｡2050Gから最上位機の

2050G/ETまで,リリース3.0版のオペレーティングシステム

なら,応用ソフトウェア,ユーザーデータは互換性がある｡

3.3 2050G/ETの構成

最l∴位機である2050G/ETの描画系のブロック図を図2に示

す｡グラフィックプロセッサは,浮動小数点演算機構をチッ

プに内蔵するRISC(ReducedInstruction Set Computer)プ

凄

がノダ

濁
㌣隈E
囚

痍

図l エンジニアリングワークステーション2050G 高性能グラフ

ィックスとHICAD/W(H舶chiComputer Aided Design/Workstation),ELシ

リーズなどの応用ソフトウエアによって,快適なエンジニアリング環境

を実現する｡

※1)UNIX:米国AT&T祉ベル研究所が開発したオペレーティ

ングシステムの名称であり,All&T社がライセンスしている｡
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表12050Gシリーズのラインアップ ZO50GのCPUを強化した2050G/EX,さらにグラフィックスを強化した2050G/ETによりシリーズ化を図った｡

2050G

･CPU転 zo50G/EXけラフイ､妄クス強化2050G′ET
CPU,FP〕 68020十68881(20MHz) 68030十68882(33MHz)

最 大 主 記 憶 容 量 16Mノ(イト 64Mノ(イト

C P U 性 能 比 l 約2倍

内 蔵 フ ロ ッ ピ
ー

デ ィ ス ク 3.5インチ IMバイト

内 蔵 ハ ー ド デ ィ ス ク 146/298Mバイト 298Mバイト 298/660Mバイト

グラフィックス

解 像 度 1′280ドット×l.024ドット

表 示 色 標準:l′670万色中256色,オプション:l′670万色同時表示

グラフィックス性能比 l 約3-5倍

シ ス テ ム 装 置 寸 法 幅200×奥行き500〉く高さ620(mm)

応 用 ソ フ ト ウ エ ア
二次元,三次元川CAD/W,ELシリーズ,MODELMATE,HMAP-D2/C

ES/KERNEL/W,SEWB,HICATS/+E,OFIS-EVシリーズ はか

注:略語説明 FPU〔FloatingProcessorUnit(浮動小数点演算プロセッサ)〕,H】CAD/W(川t∂ChiComputerAidedDesig=/Workst∂tion),

MODELMATE(MolecularDesignSupportLibr∂riesforNewMateria=)evelopment),

HMAP-D2/C(HitachiMappingApplicationSupportSystem),

ES/KERNEL/W(ExpertSystem/KERNEL/WorkstationSystem),SEWB(SoftwareEngineeringWorkbench),

HICATS/+E(HitachiComputerAidedTranslationSystem/+apanesetoEnglish),

OFIS-EV(OfficeAutom∂tionandlntelligenceSystem-Exc訓entView)

CPU(68030)

描画命令を与える亡

グラフィック

プロセッサ1(RISC)
グラフィック

プロセッサ2(RISC)

座標計算,輝度計算,クリッピング

カラーモニタ上のA,B,C,D点の

座標,輝度などを計算するい

レンダリングLSl フレームメモリ

フレームメモリ上にイメージ展開

∠7フ

カラーモニタ

表 示

注:略語説明 RISC(Re山+()e〔1=1StrしJCt1011SetC()汀1Pし1ter)

図2 2050G′/ET描画系ブロック図 レンダリングLS=ま,頂点の座標,輝度を与えられるだけで自動的にフレームメモリにグローシェーデイング

された面を描画する｡

ロセッサを用い,これをパイプライン構成として,座標計算,

輝度計算,クリッピングなどを高速に行う｡レンダリングLSI

はグラフィックプロセ､ソサから,メッシュの頂ノ∴(A,B,C,

Dの座標と輝度をり･えるだけでハードウェアでフレームメモリ

_卜に,グローシューデイングされた面のイメージを展開する｡

これらにより,三次元シューティング性能は2050G比,約5倍

を尖現した(,また,CI)Uは6803()を踏襲し,グラフィックスイ

ンタフェースも不変としたため,互換性を保ちながら高性能

化を図ることができた-J2050G/ETは特に二次元応川分野で力

を発揮する｡

3.4 ネットワーク

ネットワークの構成を図3に示す｡使用できるLANとして

はLl立トMクンリングネットワークTR4,WS-NET(Worksta-

tiollNetw()rk),IEEE(米匡l電気電子学会)802.3準拠の日立

CSMA/CD(Carrier Sense Multiple Access with CollisioIl

Detection)ネットワークCDlO5がある｡これらネットワークを

経由してHNA(HitachiNetwork Architecture)体系に基/ブ

いた垂すt分散機能として,Mシリーズホスト計算機と205()(;間

のファイル転送,T-560/20端末エミュレータなどの機能が使

川できる｡また,水平分散機能として,ネットワーク_卜の205()

G間でRFS※2-(RemoteFileSharing)を用いたファイル共用,

プリンタ,プロッターJヒ用が可能である｡

3.5 標準プラットフォームへの対応

近年,ウインドウシステムはⅩWindowSystem※二iノが主流

になりつつあり,ソフトウェアのポータビリティの良さから

流通ソフトウェアも増えつつある()また,ネットワークトの

※2)RFS:米阿AT&T社が開発し,ライセンスしている｡

※3)ⅩWindow System:米国MITが開発したウインドウシス

テムである｡
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プロッタ共用

崖ヨー…
2050Gシリーズ

2050Gシリース

マイクロメイン

フレーム結合

CS

声
､タ頭

靡

Mシリーズホスト計算機

;ヨ

釣

驚奴㌣軌

よ‾ 弓T¶､

日立トークンリングネットワークTR4

WS-NET

日立CSMA/CDネットワークCDlO5

(RFS)

日立CSMA/CDネットワークCDlO5 (NFS)
2050Gシリーズ

ファイル共用

ファイル共用 2050Gシリーズ

l

田

′皿

他社EWS

㌦㌔く

C､,

プリンタ共用

-⊂]
2050Gシリーズ

注:略語説明 CSMA/CD(Carrier SenseMul叫eAccesswlthCollis10[DetectLO[),RFS(RemoteFlteShar】ng),NFS(Net＼VOrkFlleSystem)

図3 ネットワーク構成 ホスト計算機とは,二のほかにDDX(DigitalDataExchange)網や専用回線を使用して接続することが可能である｡

ファイルシステムもNFS※4)(NetworkFileSystenl)が主流と

なっている｡

2050Gシリーズでは,ⅩWindowSystemに最新のバージョ

ンであるⅩ11R3を採用し,日本語のサポートを加えてレパー

トリー化した｡さらにNFSもサポートし,他社EWSなどとの

接続性を向上させた｡

n 技術文書作成支援システム｢ELシリーズ+

4.t ELシリーズ開発の背景

EOA環境を実現するための応用ソフトウェアとして,技術

文書作成支援システムELシリーズを開発した｡

設計作業の主な成果物は設計書などのドキュメントであり,

これらのドキュメント(技術文書)あるいはその作成作業は次

のような特徴がある｡

(1)図,表,グラフが多い｡

技術文書はデータや技術テーマを可能なかぎ｢)正確に,か

※4)NFS二米国SunMicrosystems社の商標である｡
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つビジュアルに表現することが必安であり,一般の文書に比

べて図,表,グラフなどが多い｡

(2)CAD図凧 技術計算結果の切り貼(ば)りが多い｡

文書に書き込む図,表などはすでにホスト計算機,パーソ

ナルコンピュータ,ワードプロセッサなどで電子化されてい

る｡しかし,別々のシステムであったため,ドキュメント化

する際には紙に出ノJしたものの切r‖描りをしなければならな

いことが多い｡〕

(3)文書内に記述するデータの関連,整合性が重要である｡

技術文書には文章以外にさまぎまな数倍データが埋め込ま

れておr),それらのデータ相互の関連,整合性を保ち正確な

ドキュメントとすることが非常に重要である｡

(4)関連ドキュメントが多い｡

関連して参照するドキュメントが多く,限られた作業スペ

ースを効率的に利用するくふうが必要である｡

ELシリーズはこれらの点に着目し,EOAの一コンポーネン

トとしての文書処理機能を実現するため開発した｡
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回数 式
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図4 ELシリーズの編集機能 ELシリーズは本国に示すように,一つのページ上でさまざまな形態のデータ編集ができる｡また,編集機能を示

すシンボルがメニュー上に表示され,ユーザーフレンドリーな操作も実現している｡

4.2 E+シリーズの特徴

ELシリーズは上記背景のもとに製品化したソフトウェアで

あり,図4に示すようなマルチメディアデータの編集機能を

実現している｡さらに,ELシリーズは‾_史書作成システムとし

て次の特徴を持っている｡

(1)マルチウインドウを用いた複数文書のl‾■胡寺表示と文書間

のデータ複写操作によr),作業スペースの有効利用と既存文

書データの有効活用を可能とした｡

(2)HICAD/Wの図形データ,OFIS/REPORl､-EV(Office

Aut()matinnandIntelligenceSystem/REPORT-Excellent

View)のテキストデータの取り込みによr),すでに電子化され

ているデータを活用した効率的な文書作成を可能とした｡

(3)ユーザー作成プログラムとのインタフェース機能(アプリ

ケーションインタフェース)を実現した｡

特に,(3)は他の文書編集システムにはない特徴であr),ユ

ーザー独自のEOA環境実現に有効な機能である｡

4.3 アプリケーションインタフェース

設計部門で作成する技術文書を横断的にみると,比較的よ

く似た構成の‾文書が多い｡設計対象の製品が標準品に近くな

ればなるほどこのようになる｡EOAの推進でも製.札 設計業

務の標準化が大きなテーマとなっている｡ELシリーズのアプ

リケーションインタフェース(以下,EL/APと略す｡)はこれを

二女接することが第一の目的である｡まず,文書を標準的な部

分と個別に異なる部分に分け,標準的な部分をひな型として

あらかじめ作成しておく｡次に,佃別に(例えば納入先ごとに)

異なる部分の作成をプログラム化することによって,文吉作

成効率を飛躍的に高めようとするものである｡EL/APはこの

ためのプログラムインタフェースを提供する｡

第∴の目的は,文吉をユーザープログラムの入出力インタ

** 計算書

半径=[二二享コmm

高さ=[二互]mm
体積=が2h=

]

4823.04 mm2

入力フィールド

出力フィールド

計算結果

一図形領域自動作画

図5 EL/APの説明 EL/AP(EngineeringSupportLibrary/Appljcation

lnterface)は文書中にあらかじめ定義したフィールドのデータ入出九 図

形領域への作画のためのプログラムインタフェースを提供する｡
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図6 クレーン仕様書にELシリーズを適用した例 本図は画面のハードコピーであるが,二のように図,表などを一つのスクリーン上で作成す

ることができる｡また,仕様書の表中のデータをユーザープログラムで読み込み応力計算を行った結果を,そのままプログラムから文書中に反映させ

ることができる｡

フェースとして活用することである｡文書はわれわれが日常

親しんでいるものである｡これを操作することによってデー

タの入力,プログラムの起動などを行い,コンピュータ独特

のコマンドなしにユーザープログラムの利用を可能とするも

のである｡これらの目的を実現するためにEL/APは次のよう

な機能を持っている｡

(1)フィールド

文字,数値データの入出力用としてフィールドを文書の任

意の位置に作成でき,ユーザープログラムで自由にフィール

ドデータにアクセスできる｡また,フィールドは複製機能が

あり,一つのフィールドへの入力は複製の関係にあるすべて

のフィールドに自動的に伝搬する｡これによって文書内でデ

ータの一致が保たれる｡

(2)領 域

任意の図形領域にユーザープログラムで作画することがで

き,プログラムの処理結果を文書にビジュアルに出力するこ

とが吋能である｡また,領域に衷を作成したr),すでにある

表のデータを入出力できる｡

EL/APの簡単な説明図を図5に,また適用した例のハード
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コピーを図6にホす｡

b 結 言

以上,EWSのニーズと2050Gシリーズ,および技術文書作

成支援システムELシリーズの開発思想,特長について述べた｡

EWSは,今後ますます標準化が進むとともに,高性能･低

価格化が進むと思われる｡エンジニアが複雑で非創造的な仕

事から解放され,人間にしかない創造力を最大限に生かすこ

とのできるEOA環境の実現に向け,U立製作所はさらに努力

を続けていく考えである｡
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